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‘To acknowledge the duty that accompanies every right” 
Affiliated with the International Association of Y’s Men’s Clubs 

 

 

 

                            
C/O OSAKA YMCA 

    1-5-6 TOSABORI、NISHIKU、 

       OSAKA、JAPAN 

2009年 8月No.327 

Chartered July 20、1982 

主 題 Y’s THEME (200９～20１０)  クラブ役員  Officers 

センテニアルクラブ会長 ：『Onward Centennial , again』  

東京ｾﾝﾄﾗﾙｸﾗﾌﾞ会長   ：『一つとなって ＹＭＣＡへ』 

国際会長   ：『一つとなる力』 

アジア会長   ：『夢みるアジア、愛するアジア』 

西日本区理事 ：『すべてのいのちを大切に』 

中西部部長  ：『元気はつらつ中西部』 

 会長 

副会長 

書記 

会計 

ﾒﾈｯﾄ会長 
Y連絡職員 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

山中  秀男 

新保  正秋 

石津  雅人 

中村  幸枝 

山中ちあき 

鍛治田 千文 

August Club Meeting 

『Youth Activities』  

 8 月 第 1 例 会  

（なかのしまクラブと合同納涼例会） 

 
日時：2009年8月19日（水）18:30～20:30 

場所：ホテルグランヴィア大阪 

司会：坂本 哲朗 君 

1. 開会点鐘          山中 秀男 会長 

2. ワイズソング            一  同 

3. 聖句朗読/メッセージ なかのしま・高橋 京子 君 

4. ゲスト・ビジター紹介     両クラブ会長 

5. 今月の強調活動         石津 雅人 君 

6. 連絡・報告・ニュース    各メンバー 

7. 食前感謝          山田 孝彦 君 

8. 晩  餐             一  同 

9. コンサート「青春の思い出は音楽とともに」 

神戸ポート・大野  勉 君 

10. お誕生祝い・ニコニコ献金    一  同 
11. YMCAの歌         一  同 
12. 閉会点鐘         なかのしま・藤井弥生 会長 

※会費 4,000 円（但し飲み物は事前にお金を支払い、

チケットを購入。 

※例会終了後、ファンドグッズを販売します。 

 

 8 月 第 2 例 会  

日時：2009年8月26日（水）18:30～20:00 

場所：大阪YMCA土佐堀会館４F 

8月お誕生日：畠中（1日）、鍛治田（14日）、 

山田（23日）、坂本（27日）、谷川（30日）の各メン 

例会担当：２班：大村、新保、田中、畠中、山田、山中君 

 

Biblical  Message of August 

 

2009年7月 種 別 第１例会 第２例会 BFポイント ニコニコ献金 

在籍会員  17名 

例会出席 14名 

うちメーキャップ 

1名 

出 席 率     82.4% 

メ ン 

メネット 

ビジター 

ゲ ス ト

合 計 

13名 

7名 

0名 

8名 

28名 

4名 

1名 

０名 

０名 

5名 

7  月       0ｇ 

現  金      0 円 

切  手 ｇ 

現  金  円 

7月：    27,000円 

 

累計： 27,000円 

       ウイズ・エイジング 

                    中村 茂高 

「アンチ・エイジング」という言葉は聞いたことがあるけ

ど、「ウイズ・エイジング」という言葉は初耳という人も

いると思います。これは、加齢による変化を率直に受け入

れ、落胆せず前向きに生きようという、新しい考え方で

す。先ごろ、大阪でこの講演会があり、キャスター・生島

ヒロシさんの司会で、登山家で冒険家の三浦雄一郎さんが

他の出演者とともに出演していました。 

 三浦さんは 60 歳ごろまではメタボで、当時は体脂肪

40、高血圧、高脂血、糖尿病で、とても健康とはほど遠

い体だったそうですが、65 歳で心機一転し、エベレスト

登頂に臨む決心をします。食生活の改善、体力の増進に取

り組み、その間、心臓の不整脈手術もしています。そして

70 歳でエベレストを登頂、2008 年 75 歳で再登頂し、

最高齢登頂者としてギネスに登録されました。マイナス

50 度下で肺の中に冷気が千本の針となって突き刺さる恐

怖の体験も。最後に「75 歳という年は 20 代の人たちに

比べ酸素の吸収率が半分だと言われています。5,000m の

高さでは気圧は地上の半分。今の私の 75 歳という年齢は

ちょうど高度 5,000m の山中にいるのと同じ」と語り、

さすが三浦流「老いる」ことの解釈と感心しました。死亡

率 100％というゴールの中で、上手に老い、一生を賢く

生きることは何だろうかとしみじみ考えさせられました。 
 

イエスはお答えになった。（この人が生まれつき目が

見えないのは）「本人が罪を犯したからでも，両親が

罪を犯したからでもない。神の業がこの人に現れる

ためである。」 

（ヨハネによる福音9章3節） 

【クラブ統計 Statistics 】 
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日時：2009年7月15日（水）18:30～20:30 

場所：ホテルグランヴィア大阪21階 

新旧会長交代の新期にあたる第一例会は、金田亘中西部

長ら8人を迎え、にぎやかに開催されました。司会の谷川

寛さんが、今月の強調月間「EMC-C」の会員の増強、維

持の意味を述べた後、藤原正巳さんから7月から発行され

たメールマガジンに記事や情報の提供の協力の呼びかけが

ありました。 

その後、金田部長の司式で、大村肇前会長と山中秀男新

会長の会長交代式が厳かに行われました。金田部長は、中

西部の会員も10年前は400名いたが、今は半分以下に落

ち込み、しかも高齢化が著しいワイズの状況を話しワイズ

の活性の協力を求めました。 

会長交代式の司式 
(左から 山中新会長 金田中西部長 大村直前会長) 

また、中村幸枝メネット、藤原正巳さんから前期決算報

告、新規予算の説明があり、全員が承認しました。 

次にメインスピーカーのクィーンズジュエリー・岡本剛

介さんが「ジュエリーのものづくりの現場」と題し、ジュ

エリーの歴史から制作、役立つ情報をお話いただきました。

日本のジュエリーの歴史が明治の廃刀令により刀鍛冶職人

が刀からジュエリーに方向転換したという興味深い話から、

購入するばかりではなく、家にあるジュエリーを今風にリ

フォームして活用することも大事と語りました。今日は大

変盛りだくさんな例会でした。 

（中村 茂高） 

 

 

 

日時：2009年7月22日（水）18:30～20:00 

場所：大阪YMCA会館４階 

出席者:大村、鍛治田、松浦、山田の各メン 

山中メネット ５名 

報告事項 

1.中西部第1回評議会 

・松浦さんから、中西部の今後のスケジュールについて

の報告があった。9/26 の中西部・合同メネット会の出

欠を、来月の例会の時に確認する。場所は高槻現代劇場、

会費6,000円。 

・「スペシャルオリンピックス日本夏季ナショナルゲー

ム大阪」（2010 年 11 月開催）の組織委員会委員とし

て協力。 

・次期は当クラブから中西部長を輩出予定。 

２．今年度西日本区委員委嘱の件 

石津雅人君：情報委員長、リーダシップ開発委員 

谷川 寛 君：Y’sワールド翻訳 編集委員 

坂本千春メネット：メネット事業委員 

協議事項/今後の予定 

☆９月例会（9/16） 

・卓話：三島ちせさん(ティセアート アート ディレク

ター)。デザイン事業の立上げとボランティア活動に

ついて。担当/山中ちあきさん 

☆10月例会(10/21)BF=担当/山田孝彦君、新保正秋君 

☆中西部イベント参加 

・大阪セントラルクラブ15周年記念例会（9/19） 

大阪ＹＭＣＡ会館10階チャペル(14:00～17:20) 

・第１３回中西部部会（9/26） 

☆表現コミュニケーション学科との交流会 

・8/26大阪ＹＭＣＡ会館４階(10:00～11:30) 

３年生と「お茶会」を開催。 

山中メネット会長のお琴の演奏もあり。 

☆チャリティ・ラン（11/23・大阪城公園） 

       （大村 肇） 

 

 

 

 

 

当時盲人は神から呪われた者として、家や社会から閉め出

され、物乞いをするしか生きる道はなかった。しかしイエス

は、このことが本人の罪でもなく、又両親の罪によるもので

もない。ただ「神の業がこの人に現されるためである」とい

って「唾で土をこねてその人の目にお塗りになった」。そして

「シロアムの池に行って洗いなさい。」と言われた。 

 そこで彼は行って洗い「目が見えるようになって、帰って

きた」と聖書の奇跡の話は進みます。 

イエスはこの人が背負っている盲目という不幸な運命を裁

くのではなく、自ら一人の人間として生きている存在の意味

を見出せるよう、この人の人生の目的を浮き彫りにします。 

        聖句選 コメント：山田 孝彦 

7 月 第 1 例 会 報 告 

７ 月 第 2 例 会 報 告 

 

ジュエリーについて卓話される岡本剛介氏 
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アメリカの友人から 
                       谷川 寛 

主は羊飼い、わたしには何も欠けることはない。主はわた

くしを青草の原に休ませ、憩いの水のほとりに伴い、魂を

生き返らせてくださる。主は御名にふさわしく、わたしを

正しい道に導かれる。死の影の谷を行くときも、わたくし

は災いを恐れない。あなたがわたくしと共にいてくださ

る。あなたの鞭、あなたの杖、それがわたくしを力づけ

る。                   （詩篇２３） 

私たちのニューヨークの友人が６月６日に亡くなりました。

彼とその家族とは４０年近いお付き合いでした。私たちがニュ

ーヨークに赴任したのはヴェトナム戦争の最中の１９６９年で

した。すでに厭戦気分が蔓延し、反戦デモがワシントン DC、

シカゴであり、女性歌手のジョン・バエズが反戦の歌を盛んに

歌っていました。ニューヨークも治安が悪化していました。私

たち家族が夏に移り住んだところは、幸いニューヨーク北の緑

の多い住宅街でした。隣の家には大きな庭が広がっていました。

私たちの子供は、気がつけば勝手にその庭に侵入して、同じ年

頃の子供達と遊んでいました。 

それ以来、隣の庭の家族と子供を中心に、付き合いの輪が広

がりました。隣人夫婦には女の子供さんが三人がいて、ご主人

は家の近くに大きな園芸農園を経営していました。日本に帰国

しても、再三ニューヨークを訪れると、その家族を訪問しまし

た。教会に通っておられるのは知っておりましたが、普段の会

話の中で、信仰の話はあまりしませんでした。しかし、今回ご

主人が亡くなられて届いた手紙、お葬式の式次第は、信仰に裏

付けられた数々の聖書の言葉で飾られていました。冒頭の詩篇

もその一つです。アメリカのキリスト教信仰が、ヴェトナム戦

争、イラク戦争を経て大きく揺れているといわれています。し

かし、彼らの精神的根底に、今もキリストの信仰がしっかり根

付いていることを感じます。 

ハワイ訪問記 

続いて、私たちが 7 月 5 日から一週間ハワイを訪問した、

そのハイライトをお送りします。 

短パンと裸足の例会：ブラザーのヌアヌ・クラブの 7 月の第

１例会は月曜日で、到着２日目でした。ヒラナカ氏邸で開かれ、

夕食は各自持参の Potluck dinner。服装はポロシャツ、短パ

ンで裸足が大半。=写真(次ページ)。長ズボンでソックスを履

いているのは私だけ。この集まりは、私たちの第二例会に近く、

前年度の事業・会計報告、次回の例会の打ち合わせ、新しい事

業の打ち合わせ、などが中心でした。参加者はメネットを含め

約１２名。来年の横浜国際大会が話題になりましたが、登録費

の＄５１０は高すぎる、との声がありました。各自持参の主食、

サラダ、デザートはとても食べきれず、各自、分け合って自宅

に持ち帰りました。私たちもホテルに持ち帰り、翌日の朝食に

しました。クラブの皆さんから、センテニアルの皆さんにお土

産がありました。例会でシェアしました。 

ハワイ大学 East-West Center： ハワイ大学は、以前から是

非、訪問したいと思っていました。このキャンパスの中に、ア

ジア太平洋の国々と、アメリカとの相互理解増進を目的に

East-WestCenter があります。この建物は International 

Imin Center (写真)と呼ばれています。この ”Imin”とは、

日本の明治政府の音頭で勧められた「官約移民」を指します。

7 月は各種のイヴェントが盛りだくさんで、分化会にでました。

広島市長の講演、太鼓、琴のパーフォーマンスも予定されてい

ました。 

前ホノルル YMCA の総主事、Don Anderson さんとの再

会：アンダーソンさんには、アジア Y 同盟、世界同盟などい

ろいろの会合でお会いし、次回私たちがハワイ訪問時は必ず知

らせてほしい、と言われていました。夕食に招待され、 

日米の YMCA が直面する問題、例えば課税問題、YMCA の

認知度向上、などを話し合えたのは収穫でした。 

 

 

 
 

■早天祈祷会 

日時 ８月２１日(金)７:30～８:３０  

証し 川岸清氏（高槻ＹＭＣＡ運営委員） 

■ キリスト教セミナー 

日 時 ①９月３日(木) 

②１０月１日（木）18:30～20:30 

場 所 大阪ＹＭＣＡ会館 

講 師 岡村 恒牧師（日本キリスト教団大阪教会） 

対 象 ＹＭＣＡスタッフ・ＹＭＣＡに関わる方々 

費 用 ３００円（堂島ロールつき・予定） 

｢目からうろこ｣は聖書の言葉ってご知っていましたか。普段

意識をしていない言葉や幼い日耳にした歌も、150 年前、聖

書と共に日本に入ってきたものだったりします。今年度のセミ

ナーは、当時の宣教師の苦労や「へ～っ！」というトリビア話

もいれながらキリスト教の人間観(MIND・BODY・SPIRIT)と

伝統的な日本の人間観との違いなどを伺います。 

第１回目は明治以降、日本に根付いたキリスト教由来の言葉

や文化、習慣などを通して身近な所から出会う聖書やキリス

ト教について。第２回目は、日本近代史が｢=プロテスタント

キリスト教史｣という点から、当時のＹＭＣＡの役割とこれか

らの課題について…等のお話を予定しています。ティータイ

ムや音楽の時間も予定しています。お気軽にお越し下さい！ 

★★この夏、大阪中之島にやってきますシルク・ドゥ・ソレ

イユ最大のツアーショー｢コルテオ｣のチケット 30枚を日本Ｙ

ＭＣＡ国際賛助会を通じてお譲りいただきました。サポートク

ラス（発達障害児）の子ども達と共に行ってきます！(役得で

す・笑)★★ 

Tel.06 (6441)1123 Fax...06(6443)7544 

（鍛治田 千文） 

 
 
 
 
 
 

 

 

∈∋∈∋Club Activities (July, 2009) ∈∋∈∋ 
On July 15, kickoff dinner meeting for the year 2009-2010 
was held at the Hotel Granvia Osaka, with a total of  
28 Y’s men, Y’s menettes and guests in attendance.  
HISASHI KANEDA, new district governor of the mid-west 
district presided over the installation ceremony of our new 
president, HIDEO YAMANAKA, who succeeded HAJIME 
OHMURA. P.P. Ohmura’s strong leadership and contribution 
to our club were outstanding and much appreciated by all.  
After speech by new district governor, HISASHI 
KANEDA ,officers of the mid-west district attended 
respectively spoke their plans to be accomplished in the 
coming year.KAN TANIKAWA, over the dinner reported his 
and his wife’s visit to Hawaii, telling they had a lot of fun of 
meeting the Nuuanu Club members. Club treasurer, Sam 
Fujiwara reported club’s final results of the account for the 
year 2008-2009 and the budget for the coming fiscal year. 
Both reports were unanimously approved by all members 
attended.  
Another highlight of the meeting was a speech made by Mr. 
GOUSUKE OKAMOTO, general manager and jewelry 
planner of The Queen’s Jewelry Co., Ltd,. Osaka. 
 Showing very interesting pictures, he told us the history, 
manufacturing process and method of assessment of 
jewelry. 
All members, particularly Y’s menettes, learnt a lot from him. 
Yen 27,000 was collected as the club’s Niko-niko (smiling) 

fund. 

Ｙ Ｍ Ｃ Ａ ニ ュ ー ス 
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   ゲストからのメッセージ             

○大変忙しい会員総会の時に公式訪問させて頂き有り難う

ございました。   (中西部部長 大阪高槻クラブ 金田 恒) 

○本年度、中西部会計を拝命し部長クラブ訪問に同行しな

がら各クラブ色々な特色を今後メンバークラブに進言しク

ラブライフをエンジョイしたく思います。   

(中西部会計 大阪高槻クラブ 栗田 達夫) 

○今回初めてセンテニアルクラブに訪問させて頂きました。

我がクラブと趣の変わった感じ大変楽しかったです。又、

勉強のため参加させて頂きます。   

 (中西部メネット事業主査 土佐堀クラブ 小森 三省) 

○元気はつらつセンテニアルクラブ２０１０国際大会にユ

ースユース派遣にご支援を期待しています。 

(中西部Yサ・ユース事業主査 大阪西クラブ 山本 豊) 

○久しぶりにセンテニアルクラブの例会に参加でき、うれ

しく思います。お年を重ねる毎に人格と人情が深まってお

られるメンバーの皆様を誇らしく思います。今後共若いメ

ンバー発掘の為のご事業展開を祈っています。   

(中西部EMC主査 大阪クラブ 牟 大 盛)                            

   会 員 か ら の メ ッ セ ー ジ             

○今期も山中新会長のもとで新しいスタートをきりました。

一致団結して活動していきましょう。         (石津 雅人) 

○山中新会長にバトンタッチをし新年度が始まりました。新

たな気持ちで今年も頑張ります。       (大村 肇) 

○本日は沢山のゲストで楽しかったです。ジュエリーのお話

は興味深いです。                     (坂本千春) 

○遅れて参加して申し訳ありません。今日は会長交代式の日

でしたね。大村旧会長ご苦労様でした。山中新会長よろしく

お願いいたします。                (新保 正秋) 

○沢山のゲストをお迎えして興味ある宝石のお話も伺い盛り

沢山の例会でした。山中ちあきメネット新会長と共に元気に

楽しく活動できればと思います。          (隅田 恵子) 

○新年度のますますの発展を祈ります。     (田中 穣二) 

○山中新会長のもとで大阪センテニアルも新しいスタートを

きりました。みんなで盛り上げましょう。一方、大村会長一

年間ご苦労さまでした。            (谷川 寛) 

○本年度も会計、頑張ります。            (中村 幸枝) 

○今期の節目、会長交代式、ＰＲ、ゲストスピーカー、決算

報告盛りたくさんなプログラムでした。     (中村 茂高) 

○新旧交代式、旧の方々に感謝、新の方々のこれからの御活

躍を祈ります。今日のジュエリーのお話も珍しく楽しく聞か

せて頂きました。                       (福永 滋子) 

○山中新会長を始め役員の方々ご苦労様です。よろしくお願

いたします。最近腰や背骨の曲がりがひどいためグァイタ

ル・リアフト・セラピーの治療を受けています。１年がかり

です。                   (福永 嘉彦) 

○多勢のゲスト、ビジターのご出席を頂き賑やかで楽しい例

会でした。会長交代式がありましたが大村前会長本当にご苦

労さまでした。落語会など素晴らしい企画でクラブ活動を活

性化させて頂きましたこと誠に有り難うございました。山中

新会長はすでにどんどん新たなアイディアを出して頂き”

ONWARD CENTENNIAL AGAIN”のスローガンのもと

大きな発展を期待しています。よろしくお願い申し上げます。 

 (藤原 正巳) 

 

 

 

○今日は８名のゲストを迎え賑やかな例会でした。会長交代

式があり又気持ちを新たに一年が始まりました。楽しみにし

ています。                              (松浦 和子) 

○金田新中西部長をはじめ新スタッフの方々ご出席有り難う

ございました。山中新会長のもとに新しい気持ちでクラブワ

ークを充実させて行きたいものです。    (松浦 孝次) 

○山中会長、今年度も宜しくお願いいたします。全員の力で

魅力あるセンテニアルにしていきましょう。  (三浦 直之) 

○右眼の手術のため６月例会を欠席しました。山中会長の下、

新年度を迎える今月から新しくなった右眼をカッと見開いて

ワイズダムに貢献したいと思います。     (山田孝彦) 

○華やかな作品になるまで職人さんの手仕事のお陰だと思い

ました。ありがとうございます。         (山中 ちあき) 

○岡本剛介さんの素晴らしい卓話に感謝。   (山中秀男) 

○今年度もよろしくお願いいたします。    (山村 利子) 
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◆ ◆ ◆ 後 記 ◆ ◆ ◆ 

とうとう本格的夏の到来です。最近の断続的に降る大

雨は、昨年のゲリラ豪雨を思い出させます。 

街の学校「とさぼりサマーセミナー」が 7月 26 日、

大阪 YMCA 会館で開催、無事終了しました。事前告知

の新聞紙面掲載もなし、新聞折り込みもせぬまま、21

講座がほぼ定員に達したのは、とても驚きです。終了後

の反省会で、神田尚人館長が「親子でするプログラムの

ねらいが当たった」「準備、受付がとてもスムーズにい

った」などと話していたとおり、今回のこの成功はこれ

までの反省点がしっかり修正、改良された結果だと思い

ます。しかも昨年のリピーターの口コミが広がるなど、

すっかり夏の風物詩として定着したように思います。 

昨年のカブトムシに引き続き、今年の目玉は何といっ

てもオオクワガタ。やはり瞬く間に定員に達したようで

す。スタッフの話では、講師の話を誰も聞かず、オオク

ワガタの方ばかり目がいっていたというのはとてもうな

ずけます。参加費の 500 円は入れ物だけの値段で、中

身のオオクワガタのつがいの値段は１万円という声も。

サマーセミナーならではの大盤振る舞いに、来年の親子

の期待する声がもう聞こえてきそうです。モコモコアー

トのクラフトの作品を作り上げた小学生の「これ、夏休

みの宿題だ」と喜ぶ姿がとても印象的でした。 

準備、打ち合わせと大変なご苦労をされたスタッフの

皆様、お疲れさま。         （中村 茂高） 


